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.

.

. 

.

.
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.
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I'
:
. 

.

.

. 

- 

. 

'

.

.
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:
• 
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•
'

I
K

ふ
事
が
注
目
杧
價
す
る
ゃ
盖
し
フ
イ
ッ
へ
グ
ャ

.
1
は
過
派
期
.
^
&
5
.
泽
§

^:
;
.̂
0

^

>

|通
じ
亡
は
或
程®
迄
物
賈
水.寧
が
方
^
式
の•

.他
の
要
素
れ
猶
動
ゆ
獨
贫
的
^-
'
脱
因
ず
ぁ
を
歌
を.認
か
る
.か

が

^
る
o 

:即
ち
過
渡
期
そ
の̂,
0
に

就

七

ぬ「

之
をi

t

成
■す
る
變
動
は 

貨

幣

數

量

の

變

動

で

方

程

成

の

：他
の
耍
素
か
變

» ;
货
も
、.或
は
全
要
素
呤
變
動
で
も
ぁ
り
得
る

6
而
し
て
通
例
は
金
要
素
が
含
ま

れ
る
が
生
た^;
'
要

素

签

黑
1:
.で
あ
各」

と
見
る
0;(

#
萝

宅

沒
0:
.
;ザ

^
^ ̂

^

- 

.

.

. 

..
 

• 

..... 

.
:
•
.
.

.

.
'
.
此

の

彼

の

過

渡

期

に

關

^
る
議
諭
が
其
：の
棄
氣
循
環
論

(

彼

の

所

謂
0
2荩
 

へ「

.I
t
の
過
渡
沏
の
一 

時
的
級
糾
を
出
發.點
ゼ
レ
て
フ
七
ッ
ジ
ャ'
丨

.は
其
處
に
經
濟
恐
慌
の
發
生
地
；を
示
さ
ん

.と
ず
る(

>

.
§
を

&

^Di
e

 

Q
u
a
n
t
i

FXtsthe 

o
n

ダ als 

G
m
n
d
i
a
g
e
'
d
e
r
.

 K

o'n
j
g
k
t
u
r
f
o
r
s
c
h
u
n
g
^

 

1929_ 

s. 

-
l
o
ch
o
o 即
フ
イ
ッ
シ
ヤー
に
货
れ
f「

過
度 

5
は
ト
-辱

成
1

下
嗶
す

.る
物
頃
に
ょ.り
特
徵
づ
け
ら
れ
る。
_ 

:

.

.

物

價

上
-#
は
、
恰
も
傾
斜
商.が

平

，な

平

地
^
り
^
な
高
地
へ
の
推
移
を
示
す
如
く
、
低

.い
物

)

':
;

-

 

L
, 

. 

. 

•
: 

-
f 

— 

- 

.

.

.

. 

' 

' 
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.
. 
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.

. 

-
• 

' 

•

•
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.

> 

• 
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• 

. 

. 

.

:
- 

■
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.

.

.

.

質
水
维
ょ
り
高
い
彻
價
水
準
へ
の
移
行
を
示
す

JO 

CFisher, 

ibid,.p, 

5
6
)

此
の
物
擅
の
上
昇
或
は
下
降
に
際
し
て
の
利
子
率
調
整 

^
嬰
因
が
本
質
的.欺
.要
性
を
有
丄

「

過
渡
期
：を
通
じ
て0
利
子
率
.の
特
辦
の
態
樣
が
、
其
處
に
於
て
物
價
運
動
が
終
息
，

る
所
の
、
恐
慌

•i. 

. 

.

.

.

.
V 

•
. 

+
.
r 

. 

- 

•
• 

. 

-
、
■ 

.

.

. 

.

. 

- 

.

.

.< 

.

承

篇

期

舊

彥

原
■
意

る

.

J'.:，
F
i
s
h
e
r
,
J
b

:̂F

、

ノ
物
氣
騰
貴
に
，

し
て
、
其
の
年
々
の
騰
貴
率

|
.
ー
分
と
す
れ
ば'正
.常
利
率(

.物
價
安
定
の.際
の
利
率>
は

貨

幣

價

値

の

，
低

.下

を

全

然

或

贫

至

七

分

程

度

M

高

ま

、
る

に

週

ぜ

な

.い
。

「

而
か
^
吾
人
は
事
業
取
引
杧
於
次
度
幣
を
1
の
安
定
的
な
物
と
し
：て
考
ベ
名
■

に
慣
れ
て 

ゐ
る
。
o ;
ま
り
1
間
0
經
趣
を
考
慮
せ
ず
に

「

ー
弗
を
常
に..

I

弗
^
し
て」

與
へ
名
：̂
で
、
^

の
_
馨
の
過
程
に
厭>
、
な

が

.ら

服

從

し

フ
 

あ
つ
て
典
れ
を
非
胄
に«
く
且
不
完
全
な
も
の
と
す
る
。
_…

此
の
調
擊
の
木
適
應
及
綏
慢
性
は
東
に
利
子
率
を
任
意
に
敗
く
維
持
せ 

ん

.̂
す
る
法
#!
及

.習

憤

に

ょ
0
て
助
成
さ
れ
る

J 

(Fisher, 

ibid. 

p

r

5.7-5

00,
)

斯
く
て
彼
は
物
價
水
準
に
於
け
る
變
動
に
利
子
舉 

が
k
li
rr
'
る

遲

，れ

を

强

調

す

る

0,
そ

し

て「

何
等
か
の®
少
な
*

^

g

M亂

，が
交
換
方
程
式
の
何
れ
か
の
迤
素
に
生
ず
る
と
、
之
が
利 

子
^ ,
變

動

，
の

遲

^

を

通

じ

て

累

積

す

.る」(Fisher, 

ibid, pp. 

,
5
.
00
-
S
9.

)

，
と
解
し
、.，
此
h
際
彼
は
金
本
位
制
度
下
に
於
け
る
此
の
端
初

.

.
,
'
L 
’ 

-■ 

. 

.

.

. 

.

. 

- 

.

. 
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'
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.

.
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.
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.

.

.

.

. 

• 

• 

. 

.

.

. 
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W

妳

證

^
、
，窜

备

盤
«
め

麓

動

：
に

歸
1
、'此

(0
貨

激

數

量

；

0
變

動

を

金:0 

:
:響

祀

對
:1
>
利

：参

亦»
は

龙

か

事

次

以

，
て

^

^
環
の
.原
因
と
す#
。
、
所
で
彼
ネ
芷.常
调
_
^
贺

へ
-る
。
從

つ

て

金Q

I

Q

Sに
ょ
4

1

1

す

る

と

編
i

_

l

i
上
昇
す 

\
經
濟
的
摩
擦
の
饬
め
直
ち
に
變
動
す
る
事
な
く
、
直
接
に

.は
貨
幣
利
率
が
正
：常

！
#

^
及

下

廻

：は

る

の

：
で

、

.：
坐

產

费

の

：1

構
成
要
素
た 

货
箝
的
骨
氣
理
输
上
に
於
け
る
金
利
の

-地
位
に
孰
て
，
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O
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■̂
胳

的

霞

理

詾

上£
於
^

:.
5

^

の̂
^

^
に
^

， 

六

八

(

三
5
1〕

_

蘭

の

上

昇
S

れ

に

ょ

り

企

業

家

篇

別

の
_

■

縛

；
る

嫌

面

枣

借

手

：
は

貸

手

兮

遽

:金
：1

^
安

い
; 0
%
利

用

，し

て

：
儀- 0
«
張
借
入
金
の.增
加
.を
爲
す
の
で.、：

銀
行
の
短
^
員 

_

1

;

|

^

1

:

:

^

|

^

|

^

^

^

; «
1

_
せ
1

:^
_

_
の

騰
; «
に
%
摩
\|
:

. »
け

;:
|
: '、
.一

 

方
;«
幣
利
寧
も
纖
分
上
昇
す'る
.が

倚

依
 

論

■
爾

:.
i
E養

謹

_

_
，
％
雪
^

:

%憤
の
_
貴
は
党
オ
超
過
：
*
て̂
餘
:̂
あ
^
程
度
；に_
る
。
へ
斯 

_ヾ

撕
！
^

環
''
^
管
.翁

為

り

、̂

出
^

-(
0
增
.
、̂
信

用

の

樣

裏

粟

水

物

債

騰

貴

を

激

北

ず

る

。
：
フ
ィ
ッ
シ

^
丨
に
ょ
れ̂

::
f
f
l
l
雀

，
M
權

卿

_
潰
^
首
ち
艰
腐
す
タ
哪
闲
め
あ
；泛_

0
事

象

そ

發

動

：せ

し

.寶

(

物

:«
の
騰
貴
は
物
價€>
騰

貴

此

の

 

遺

.测
斤
率
が
1£
常
的
の
次
さ'以

下

，に

在

洛

限

，

0

:繼
續
^
る」

：CF
i
f
r
,

 

ibid. 

b
,
5
0
,

)

'

'

一
一.ハ
I

v:
r
省

續

编

淑

凇

開

應

に

着■
奮

策

的

と
;'
^
，

而

か1
悉

傾

_
が
金
利
上
拜̂

限
り
に
於
て
繁
榮
期
の
特
續
を
見
る
？

あ
る
が
、
や
が
て

.通
貨
に
對
す
る
信
用
の
膨
脹
_

が
過
大
と
な

b
.銀
行
の
.貸

附

資

金

の

謹
 

‘を
來
し
.
僧
用
膨
脹
の|&
|
滑

な

る

進

行

奮.げ

ら

れ

る

に

運

突

、
，余

利

の

急

漂

生

じ

來

り

、

^

し
て
、
そ
れ.が
物
價
の
：騰̂

付
く
に
•至
る
や
否
や
全
局
面
は
一
變
す
3
福

^

ク
.

_

緣

逢 

.
 

^

■

规
^
|
?
下̂

サ

-;
^

: ^?

:;^

減
' ®
^
觀
对
添
背
を
潘
じ
、
そ

の. ^
果
截
行
.の
^

出
潜
減
或
は
间
收
金
必
然
な
ら
し
必
、
.
金
融
の 

這
f

坐

ず

る

か

潘

禮

：

.ッ

.ク
的
な
高
：さ
に
達■

介
業
廣
^
^
^

と
し
、
汉
或
企
業
家
は‘破
產
し
そ
れ
に
從
つ
：
て
貸
附
金
人
の
需
要
は
減
少
す
る
。

即
ち
物
價
の
上
昇
運 

:'
:
f
f
i
l
Q
^

:s
f
，
漏
■
:;
:
<
t筹
ぱ
れ
る
所
の
も
の.で
あ
^
、
恐
慌
は
通
貨
が
最
も
必
要
な
時
に
欠
泛
す
る
事
に
依

b
起
.る

破

產

を

其

の.#
I
 

，す

あ
。

」
^
i
s
h
e
r
,

 

ibid. 

p, 

6
5
)

,=>
か
,

る
に
フ
ィ
ッ
シ
ヤ1

0
主
張
は
通
貨
量
の
增
大
に
よ
り
物
價
騰
貴
が
來
る
が
、
利
子
率
の
騰
貴
が
之
に
步
調
を
合
せ
ず
遲
れ
る

蓐

慢

獨

業

家
§
莉
潤
ば
咐
太
す
各
或
は
增
太
0.
豫
想
が
刺
戟
さ
れ
、
ま

す

ぐ

貸

附

需

要

を

高

め

る

、

し
か
し
銀
行
は
無
眼
に
こ
の 

貸
附
»

1

臌̂
啊
る
と
ど
は
出
來
ず
、
へ
遂
に

'は
利
子
率
を
物
價
騰
貴0
‘就
免
ま
で
，
或
は
そ
れ
以
上
の
割
合
ま
で
、
引
上
げ
ざ
る
を
得 

族

、

•£
:
.ネ
に
'至
つ
セ
物
衡
騰
貴
は
頂
點
に
達
し
、
被

落

.ベ
轉
向
ず
る

」

マ(

波

多

馨

著

景

氣

緣

昭

和.九
年
版)

f

四

〇

頁

^

而

し

で
 

物
儇
の
笊.落
が
^;
度
始
免
る
と
；、

丁
度|1
:
貴

(0
:墩
铎
と
：：闻
匕
樣
態
で
粟
積
ざ
：れ
る

0
:そ
じ
て
：恐
慌
ヒ
續
く̂
澈
期
を
^
じ
：て
.は
銀
行
の'
 

貸
：

g
H

收
或
ば
縮
少
ヴ
通
貨
流
通

M

度
の
減
退
、
物
價
の
繼
續
的
下
落
、
金
利
の
ア
胄
等
の
諸
過
程
を
經
て
囘
復
期
に
向
ふ
條
件
が
整 

備

霧

.て
來
¥

1
办

撳

合
、
、
金
利^.
譽

が

物
«:
の
騰
貴
^
遲
れ
た
と
同
様
，に
、
そ
の
下
落
は
版
慎
の
卞
落
に
遲
れ
、
ッ
又
其
の
限
り
：
 

に

於

.^
;
沈
微
^

^
榉
續
す
名
。':而
し
、
：
遂

绔「

利
子
率
の
卞
落
が
極
纖
に
達
し
で
物
價
て
落
の
率
ヒ
瘦
駕
し
、
命
業
利
濶

C
生
ず
る
に 

M

免
て
"
R企
業
敌
酸
は
刺
軟
ざ
れ
ク
孕
が
t
又
#'
僳

囘

復

の

週

程

凝

始

さ

れ

る
o
i

「(

F
l.
h
e
r
,
M.
b
i
d.
多

:;
.;
:
■:
.
.
 

'
.
.以
上
め
如
く
ゾ
ズ
十̂
シ
^

丨
把
於
て
は
金
利
ね
騰
落
が
動
機
ど
な
ク
ゼ
赍
氣

^
^
 ̂

今
此
の
見
解
を
峥
味
す
る 

^

■

ィ
“ッ
ジ
ヤ
ー
：理
論
は
均
嫩
狀
態
：の
權
成
條
件
に
敗
て
：は

.精
細
な
分
析.を
試
，̂
た

？
：然
し
彼
は

「

貨
幣 

へ
、
，
從
^
て
不
^
衡
を
尊
^ !
貨
幣
交
換
方
程
式
に
：於
け
る
貨
幣
數

»:
の
聲
動
か
ら
の
み
溃
繹.し
た
.
0此
«

あ
'.

る
^
弗
：に
間
題
が
：包
蔵
す
％

、即
ち
不
均
徹

0
演
徵
以
無
批
判
的
氧
純|

&
觝
1
し
て
貨
幣
政
策
に.ょ
る
珣
衡
狀
態9 /
永
續
的
1 :
'

現 

可
？̂

信
ぜ
し
*:
た
。
：瓶
'̂
-
貨
幣
,

に
依
る
物
價
安
定
に
：枸，^

、
そ
_

が
齡
濟
衣
均
き^;
釀

ま

ヤ

る

事

は

指

摘

さ

れ̂
所
で
、 

鑛

遂

爵

畫

.量

說
<7
)
紙
科
學
性
ぱ
後
の
パ
ィ
岑
ク
の
貨
幣
的
旦

1:
趣
_

^

れ
0,
'
;で
餘
尤
航̂

ぐ
勝
摘
さ.
^
^
^

.景

霧

序

興

昭

和

屮

年

版

)

五
五
丨
要
ハ
頁>
.ハ
.ィ
キ
ク
に
ょ
れ
ば

「

ヘ
ス
ィ
ッ
が
七
：
V
の
貨
幣
數
量
說
が
貨
幣
理
論
：に
，於
け
る
中

4

的
地 

位
^
暑

し

亡

：ゐ
各#S

:

不

當

：で
：
あ

态
0
み
_

夾
$

^
醇

論
.ゆ

ょ

，丨

以

上

：
の

1

歩
.に
正)

に

馨

と

な
 

桦
の
«
離
^

^
罄
ざ
札
^:
匙
解
ぼ
貨
幣
理
論0
本

來
0;
任
«
ゆ
遂
疔
忙
積
極
的
障
害̂
與
'へ
て
^-

$

^

2
敫̂
_
鼢
上
ビ
聆
に>
0余
利
0;
^;
你
に
就
：て
 

六

九

§

波
：
§'



!

«
难
时
鱟
辑
理_
上
に
.於
^.
る
余
利
<6
地
位
に
就
て
 

：
七
0

0

5'
四)

 

療
^

®
論

か
^

^
理
論
が
塊
に.弧
立
し
セ
ゐ
态
事
は
此
の
#
殊
砍
«

_

.配
化
し
だ
結
果
招
來
さ
れ
た
# .
に
#

«
あ
を
|

叱
ぁ
る 

0裏

愈

嗜

/舊

■
慣
値
e

i
て
1
愚

：蒸

馨

幣

叹

影

響

と

關

靈

：

C
存

在
L>
#;
る
如
の(

妣

ぐ

考
べ

’

其
の
價
値
を
說
明
ず
る 

诱
.め
^.
_,
'

吖
方
法
を
使il
l」

、

叉
物
價
に
及
ぼ
す
貨
幣
(0
,影
響
を
說
明
す
る
爲
め.に
.異
つ
.た

1
の
.方
法
ぞ
用
ふ
る
限
り
、
ぞ
は
貨
_

理 

論
を
純
粹
經
濟
迦
論
ょ
り
*弧
.立
化
し
て
ゐ
る
と
言

i
f

.^.

る
を
得
な
い
。

而
し
て’若

，
し

貨

幣

總
.1:
:
'と
總
物
«

Co
.
一.般
水
_

A
見

に

ほ

生
 

‘慮

_

ゲ
の
間
忙
直
接
的
因
果
關
係
$:
立
て
令
ぅ
が
尤
る
纩
ら
ぼ
之
も
务
く
前
と
同
一
の
事

I
意
昧
す
る0
^,
と
な
れ
ば
怎
等
の
大
い 

I

ば
%
枕
^
2
%と
じ
セ
：は
妨
猶
氡
る.も
办
も
個
：
>
^
<
0
«
格
の
決
觉
に
：影®.
を
與
へ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
：：で

'が

^

(

加

之

何

ら

か

一 

(

つ
似
^
^
事
な
經
碑
的
結
艰
匕
像
見
す
る
叛
礙
と
紀
る
も
び
は
如
何

.に
3

-t
:
:
:個

.々
人
^

^

.周
圍
の
變
紙
に
犮
作
用
ナ
る
か
：に
齔
て
の 

#

^

^

'る
0
。
人
，々
，が4

^
に
杷
梂
す
：る
經
濟
現
象
に
就
t
の
總
て
.の
.
_麻

に

虼

瘅

と

す

る

も

」

の

は

、
ぺ
此
0:
コ
個
別
的
し
方
紙
ザ
ぁ
る
。

」 

(F.::,AV..HaMek,.:pre$:.un^:7 

1.

五

頁)

而
し
て
一
般
に
 

n 1:

般
•勿
價 

「

水

準
-(
0
-
1
^
^
依

グ
$

兄
氣
(7
)
;
.循
環
を
.說
明
せ
ん
と
す
る
：现
論

0 ;
排
寧
せ
^
る
'べ
'か
ら̂

る
所
以
は
、

一
.

於
て
は
貨
幣
的
要
素
が

ず

を

が
|:
:
-
明
：か
に
し#
ぎ

ぼ

左
、''
-
-他
方
ぬ
於
七
ま#
根
#

0

®

.、.
^
^
^
^
說
^
假
觉
知
同
匕
ぐ.：.*-
何
..に
*
 ̂幼
^
な
•る
も
.の
で
^
.る
が
^
で
.あ
る」

■'と
.；s5
iii
'l
>
'
^

(

H
-2l
y
e
k
,
.

Qeldtheorie 

etc. 

s.' S5. 

^

^

^
糧

六

曼

.ー
ハ
六
裒>
.
' 

_
■;
”
，

.
:

)

ぐ
：
.

A

;;;
;
.

:

.

.

.
-欺
に
撕
が
を
根^ -
的
な
枇
刺̂

離
れ
て
、
特
に
金
利̂
對
.ず

る

其
(7
>
.態
度
を
見
る&'
.
.fo
ば
.、
彼
は
金
利
の«
れ
^
貨
幣
の
賢
^

^

に 

一

夢

る

倩

賴

ざ

、
V余
利
^'
饯
ぐ
維
祿
せ
ん
とf

る
法
律
齋
慣
吖
佐
意
に
歸
七
な
0;
從
つ
で
其
'の
際
、
^

故

に
斯

か
る

貨
幣
«0
,.安
定
に
就 

«
.の

信

親

於

霞•の
：.爲

に

寒

レ

て

の

み

有

効

ザ

ぁ

つ

て

商

品

り

價

灰

に

^
ば

な

い

か̂/
尤

侧

故

に

ゝ

上

昇

に

對

す

る

法

軍

の

習

慣

の
 

*
感
が
«
幣
に
，.對
し
セ
有
カ
で
ぉ
り
商
品
に
對
し
て

.银
^
ざ
る
か
疑
問'ど
さ
れ
る
？
 

(Michaelis, 

ibid.' 

s
s
.
1
0
9
-
1
1
0
)
'

又
彼
に

.
，
て
は
金'卻
&
變
動
は
物
價
の'變
動
と
の
關
聯
に
於
で
の
、み
考
へ
ら
ル
て
ゐ
る
。

.
彼
は
單
純
に
胸
憤
の
騰
落
が
企
業
利
潤
の
增
減
を

0 

妒

嚷
-
免
利
む
勝
家
ザ
ゆ
む
：る
；め
見
：る
が

 

>
之
_
«-
附
資
本
-に
對
ヤ
る|
6要
供
給
の
關
係
滅
利
潤
の
總
額
を
權
成
す
る
所

€»
ニ
耍
素
、 

金
泖
お
於
業_
得
か
#1
'
.合
ゼ
炎
ぼ
ヤ
る̂

の
：セ
扠
る
事
を
無
視
し
セ
ゐ
る
と
焉
へ

J:
'
ヶ
。

即
ち
ぇ
ィ
：ッ
グ
ヤ
ー
の
耷
.ふ
が
如
き
關
係
は 

潤
於
_

办
立
^
素
ぬ
分
だ
校
ん
割
合
が,
觉
彤
石
腿
り
齡
立
す
る
も
め
で
お
令
で
、

"
共
の
割
合
が
鮮
獅
^

金
利
は
物
使
及 

r'
.
_
?i
:
:c)
膨
落
に

順

應.せ
ず
し
で
、#:
價

、
.
利

潤̂
高
C
也
レ
叙
：_
は
此
卞
じ
、."

&

對
.に
：V
物

價

、
ベ
利
潤
が
低
ぐ
■と
も
金
利
は
上
辱
す
る 

^

有
*)
,
撒
^:
、‘邶
の
：點
ド
看_
19
-た

彼

が

膨

處

ば11
だ
不
用
竄
た>
^
:實
ど
兔
れ
な
い0ヾ

你
つ
て、
' 繁
榮
期
に
於
ての

.

金

利
の

騰
貴 

.

免̂

德

資

漱
_
對
す
を
！§#.
の
增
加
.に
±'
:
.ハ
：
て*

み
もQ

:̂'
:

解

す
4
ぎ
で
お
ら̂,
o
:
-而
し
て
、'.
'
,
'
戴
#:
.
資

本

需

耍

は

物

慣

及

利

潤

が

共

に
 

'載

⑷
襄
放
^.
:
* '
^:
:
觀
敝
お
れ
紀
爆
免
虹̂
私
增
加
す̂

“
そ
ぐ
で
蒸
軸
が
異
常
に
昂
騰
ず
る
の
垮

 

高
利
潤
の
可
能 

.性

.妙

起

ば

g

靡

i

私
'

■
炎
が
始
め
ら
札
、
.
T

M

^

r客
觀
的
な
經
濟
情
勢
：抓
惡
化
^

■，
'
利
^
騰
貴
は
景
齡
骚
化
が
織
取
で
教
⑴
ぐ
巧

ネ
ッ

シ

^
ト

鮮

ゆ

因

綠

係

を

逆̂
見
た
ん
ゆ
に
外
な
ら
な
い
。

：

ン 

フ
[0
)
,嫌
に
金
勸
ゆ1?
;
落
螫
沈
滯
期.ょ
グ
0
景
氣
囘
復'の
：腐
0
と
1.
.て
で
は
な
く
、

(

沈
滯
期

を
通̂'
:
弋
^

/で
％

智
.：#

ゆ
參
<:
'
:呔

囊

循

環

の_
原

因

の

、
一

と

し

て

之

？:
'
:扱
'

4

の
が
通
例
免
あ
る。
.

.
W

M

氣
珊
_
と
1>
:
.
:て.^'
1)
>
氣
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
於
：み
>;
;
ホ
ー
，ト.レ
ィ
の
說
が
あ
る
。
彼
の
景
氣
理
論
は
之
：を

|
言
に
し
て 

氣

環

ぼ

^

貨

幣

的S

象
で
あ
る
し

(

3
 

Q.
ハ
 Ha^fjfey,

しMo
n
e
t
a
r
y

 
一Rm

s
t
r
u
c
t
i
o
n
.
1 

S

y

p

.

1
4
1

}
と
の
彼
自 

ら
以
德
葉
を
氣
て
最
も
良
レ
規
ば
さ
れ
各
。

 

‘ 

.- 

:

V 

:

賢

紙

蒙

戴

理

說

上

に

齋̂
备
^;
ヴ
地
位
.に
就
：.て
-.
:

;

七
.

I

',(

三
M

s



..货
裕
的
賢
緣
理'論
上
に
於«-
,
.る
金
利
の.地

攸

に

霖

.て

 

(

.
i
i 

.
'

>'
1
1，
 

。
其
0
理

醑
'の
.出
^
^
^
.爲

ナ

；
も

の

ば

彼
0
所
謂「

浪

費

諸

所

得(c
l
u
m
e
r

tft
i
n
c
o
m
e
)
、

消
費
若
支
出

(
c
o
n
s
u
m
e
r
^
o
u
t
l
a
y
)

及
其 

，.の
'差
額
.た
'る
.現
金
幾
高： ̂

s
.
 ̂

O
H
.
 the u

nspent m
a
r
g
i
n
)

で
あ
“る

。
；
.實
t'
,者
听
得
は
^

^
で
老
^
.
さ
て
ヒ
上
撕

■:
::'

#は
之
等
ひ
•消
費
薪
所#:
;
、
.免
出
の
：奢

般

的

な

蝓

減

を

惹

此

 

の
：
點

尥

於

で

姨

の

^

1

對̂
ず
を
き
兜
も
明
私^:
於
る
0 

.

.

:

、
以

下

職

の

景

氣

略

述

勢

る.な

が

ば

彼

は

先

づ

「

現
存
す
る
銀
行
制
度
及
業
紙
を
有
す
を
貨

m
經
濟
に
於
て
は
、
變
動
に
向
つ 

:•
■•
-て

，の*

來
€
«:
霞

存

す

る」

，.
<
>
'

H
'
H
a
n
s
s

'*::

ぎ
 

ど
認
め
、

銀
行
言
用
ょ
.
ィ
ン
フ

シ
，•へ
の
固
執
的
傾
#

を
有

3
、

從

來

の

金

本

位

製

■

に
_

«.
■

傾
咏
ば
長
く
歡M

e
ら
れ
、
，信

用

讀

が

中

央

銀
 

の
^
備
比
率
め
限
取
心
節
付̂だ
時
ぽ
急
激
に
收
縦
ざ
れ
る
傾
向
を
有

.

p

る
事
、
。
換

言

す

扣

め

金

本

爆

制

度

(o
'
下
.に
於
け
る
銀
行
信 

用
の
.
M
安
®
性
を
以
て
贽
氣
循
環
の
：

_
本
的
原
因
と
見
做
し
た
。
而

皂

「

信

用
_

備
翁
：&

合
^
^

氣
循
環
は
m
復
ず
べ
き
筇
あ
る

X

 H
a
w

fTey, 

ibid. .P.

'流

.^
”
'其
0
完
奢
な
平
か
な
進
路
か
レ
の
變
_
に
法
目
し
て.迅
速
に
信
船

g

制
を
す
が
か
ら
ば
、
.膨
脹
は
適_
に
阻
止
さ
丨
、

收
縮
は
.

,

_
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ.

i
c
H
a
w
t
r
e
7
,
i
d
,
p
p
.
l
4
4
-
1
4
5
€

l.1
^

■f
e
IL
旅
物
慣
水
準

4V

安

宛

さ

せ

る

様

に

信

用

を

統

制

す

石

秦

に

—*
致
す
れ
ば
、

令
が
.て
景
歛
の
循
嚴
及
其
の
必
然
的
結
掘
た
が
一
般
的 

失
業
を
防«
得
る
-で
あ
.ら
ぅKP

I
a
w
t
r
e
y
,

 
一
 T

r
a
d
e

 

a
n
d
c
t
d
i
t
.
1

9
20 0
o
r 
一 

• 

I

.篆

s

“
Vo)

と

考

、
る
。
足
つ
て
4

了 
の
信 

nl
咖
策
如
何
が
八_

家
ひ
現
金
放
出
或
は
吸
收
§

を

決

芒

之

が

消

費

者

支

，出
の
增
減
匕

^
办
.、
；.そ
れ
_に

名

^
.
^
&
>
(-
:
現
金
耽
此
と
は
爱
出
が
收
ん
上
れ
大
な
石
蕻
を
萁
ひ
,

金
吸
收
と
は
其
の
逆
を
云
ふ。
.
'

，•
龜
.ち
銀
%
か
« ;
仙
を
搬
太
わ
る
と
八
先
業
家
の
現
金

.敗
出
'が
あ
り
、
之
は
消
費
者
の
所
欺
從
っ
セ
其

^

Q
增
大
と
fe
'

h

v 

■
生
蹲
は
■
戟
ざ
れ
て
物
園
は
欠
第
に
-騰
貴
す
る
に
至.る
o
.此
.の
際
消
費
者
所
得(0
增
加
は
其
の
支
出
の
増
大
を
伴
ふ 

が
.現
金
殘
高'は
直
^ ：
^
增

a:
;
發
^>
:
事
が
.蜇
要
で
あ
る
。
域
ち
現
金
殘
高
の
：增
加
は
所
得
の
增
加
に
比
し
て
時
間
的
な
遲
れ

'を
.示
す
が
故 

、
に
\
称
の
凇
ゅ
企
業
家
の
現
金
藤
盛
(0
,
.增
大
_と
相
悔
っ
て
銀
行
準
備
金
の
.枯
渴
を
生
女
る0
'兹
ぬ
至
づ
て
銀
行
家
は
信
用
膨
脹
0
過
大 

匕

知

り

戴

を

抓

薇#
队
4

に
引
あ
げ
貸
出5:
:
收
縮
す
る
。

そ.こ
で
前
述•と
は
政
に
坐
聲
の_
縮
*
.
.物
價
ね
卞
落
を
生
じ
、
現
金
は
銀 

界
1
流

ん
1>
-
-始
め
'る
0
- 

^
M.
か
も
.「

此
の
場
合
にt
現
金
殘
高
の
減
少
は_
_次
的
で
あ
つ.で
、
銀
行
が
信
用
を
收
縮
す
る
事
を
止
め
た
後 

紀

齦

永

ぐ
0
變
.ぐ
じ
て
齪
行
に
現
金
の
過
剩
蓄
«:
が
^:
じ
、
此
の
事
が
耍
に
新
し
い
信
用
膨
脹

.の
機
#
を

提

供

す

る,_
0(

安

ミ
|
, 

a
r
i
eo-
c，

乾

.
G
e
d
i
t
r
l
^
^

s-
'

l

s
 

で
銀
行
私
今
龍
は
金
利
を
利
歡
率
以

^-
に
'41
下
げ
、
茲
に
禅
び
物
價
の
騰
貴

.
，レ
ぐ

—

广
：.■
M
- 

.

. 

|
>
-

へ
■ 

-. 
.

パ.:
.,-..: 

- 

..
:■
.
: 

. 

- 

■ 

. 

-■,...-.
:'
.-
-

•

..I:
;

」

;:
.,
 

-
..-
.
;
,
- 

ゼ
-
-
:
' 

.

し
.■■
.
. 

- 

...

.

. 

' 

\ 

-

パ

：
-
-

が
起
さ
れ
る
？
 

：

.

,

.

/

ぞ
均
で
現
金■
高
0
« :
れ
節
び
ぬ
尾
の
結.梨
た
る
銀
行
準
備
金
の
交
互
的
な
過
剩
及
不
足
に
ょ
っ
て
常
に
均
衡
は
破
ら
れ
る
。
即
ち 

銀
行
以
痛
用
政
あ
ゆ
腾
準
招
_
る
が
也
此
の■現
金
'
備̂
の
.蛴

減

で

が

る^:
に
、
此
(?
>
:
.增
減
呔
常
に
.其
の
原
因
た
る
消
薇
苕
の
所
得
及
茭 

瓜
の
ヽ
變’動
に
遙
か
に
遲
れ
て’起
る
‘‘の
.で
、
從
っ
て
銀ft
の
：信
用
統
制
ば
遲#
ぎ
る
結
果.と
な
か
景
氣
の.循
環
を
生
ず
る
に.至
る
。
從
つ 

て
來
稿
0
序

論
fr
於
て
述
べ
た
る
が
如
く
、

ホ
ー
ト

'レ
七
に
於
で
比
景
氣
循
徵
の
敗
立
と
實
現
に
は
犁
な
る
貨
幣
及
信
用
ト
：
の
運
励
が 

_
5h
.
v
i條
件
で
あ
り
、
.
即
ち
景
氣
の
循
環
從
っ
て
又
一
般
的
先
業
現
氱
は
金
く
銀
行
信
用

'©
-
.機
_

の
缺
陷
の
；直
接
的
結
果
で
あ
る
。

(

K:
p-wi:r

o>.;y
,
M

0netary 

K.econ

tf):tnIction.p. 

1
4
5
)
0

 

m ;
JV
が
ポ
ー
.卜
レ
ィ
の
景
氣
理
論
の.大
要
で
あ
る
が
、
之
に
對
す
を
批
判
は
最
も
組
織
敗
ぬ
、
ビ
グ
卜

^
ょ
づ
て
與
べ
ら
れ
て
ゐ.る
0 

貨
既
的
景
氣
理
論
上
に
於
げ
る
金
利
の

'地
位
‘に
軾
€

七
三
.

.(

三
芄
七)



•

•
货
幣
-的
景
氣
理
論
'上
に
於
け
る
金
利
の
地
位
に
就
て

 

c
ns'
o

ビ
グ
ー
ば
於
ヲ̂

一
 

に

趣

#
の

歷

_

疋

齡

厅
.の
M-
織

co
T -
に

於

て

，は
.、
生
產

敗
蔽&
の
酸
腺
ば
一
艦
.に
信̂
數
*

の
增
加
及
物
價
の 

:
>
:昇
を
俅
ひ
、.生
產
的
低
雛
の
收
縮
は
_

に
相
應
せ
る
同
上
の
減
少
を
隨
伴
す
る
事
®

第
一
一
：に
、

*

#
變

劬

に

肖

ふ

信

用

運

_

及

物 

,價

連

動.は

寫

に

此

の

產

業

變

動

仪

範

圍

^
擴

大

；ガ

ぢ1§
:
犁

要
,

#

_お

,

.«:
:
:
跑

.る
様
ば
統
制
さ
れ
る
な
ら
ば
、
他
S

情
に
じ
て
等
し
き
限
り
、
之
等
の
商
業
變
動

.は爾じられ社霉■
に賃
銀收
得者

 

CD
'
;M
^
,; m

: ^
立
つ
と
^
ふ
事
を
指
摘
し
、
此
の
电
影
後
の
»:
.際
的
_
論
^
多

く
0
經
濟
學
者
の
承
認
す.る
所
で
^:
り
’
此
の
點
にJS
す 

る
ホ
ー
ト
レ
イ
理
狀
ひ
剪
■
を

認

め

る(

^'
-

p

p
^-
。
^4

3
1
e

 

M
o
ns:
'
.
a
I
y
H,
h
eo.
r
y of

 the 

T
r
a
d
e

 

Cycle 
コ T

h
e

 

E
c
o
n
o
m
i
c

,
次s

で
ピ
グ
ー
に

ょ

つ

て

は

ホ

ー

ト

レ

イ

の

「

景
氣
循
環.は
純
粹
に
貨
幣
的
現
象
で
.あ
る」

と
の
命
題
が
問
題
と
さ
七
る
。
漦
し
ホ 

謂

レ

七
_
斯
か
る
由
張
怒
揭
げ5
に
も
概
だ
ず
凡
か
る
產
槳
變
軌
が
純
粹
、に
圯

,

^

^
あ

ふ

妒

を

意

味

じ-C
-
,ね

^

A
.'
,

(

g

l 

ibid.: 

y
1
0 0

3
7即

ぢホ
.
-

ト
レ
次
咬
從
へ
ば

「
金
<;
:歡
幣
的
原
因
に
基
く
と
象
：ミ

瓜

る

も

<?
)
は

、.：景
氣
循
潰
を
形
成
ず
る
所
，の
變

_ 

一

C

間
期
件
で
あ
る̂

^a
i
y
.

 

T
r
a
d
e

 a
n
d

 

credit, 
p
'
1
7
5
)

と
述
べ
、
而

か

も

此

の

周

期

性

な

る

語

に

嚴

密

な

寡

を

興

へ

■て
ゐ 

,

r°
^
は
請
ー
ょ
り; «
孤

な

嘗

奢

ざ
.る
意
嗽
に
於

v

用

ひ
’

「

_

慨

黎

衡
.
#的
特
免
ば.其q

處

期

性
fc
あ
"
' 
目

し

：を

'が 

循

環

と

袞

ふ̂
^
の

本

來

の

意

_

で

あ

る

」
(

氐

句

屋

，

i
s
i
d
.
p
.

00
2)

と
.述
べ
る
？'輕

«
'の
周
^
的
：現
：象
：と
は̂
確
^:
.-_
.
宛

の

時

間
 

に

於

蒼

返

さ

作

る

淡

象

墓

ひ

、
景
氣
現

.象

藤

か

る

患

昧

に

隹

周,
的
ザ
_

い
。
。

(
p
i
g
o
u
,

'ibid, 

p
.
1
S
4
S

一.

Ir
く
て
ビ
グ
1
は
ホ
丨
ト
レ
イ
の
此
の
命
題
，に
關
す
る

.論

.證
が
不
■
馬

な

る

事

を

擧

げ

「

消
し
此
ひ
ホ.丨
ト
レ
.イ
：の
命
題
の
育
ず
る 

8

を
證
明
し
ょ
ぅ
と
すI

ら
、：一

.切
0;
非

金

融

的

事

情

や

偏

べ

に
# ;
'
用
數
_
上
：
の
、
變

仳

を
.紙
ぜ
*

し
て
は
景
氣
循
環
に
作
弔
レ 

得
な
5
の
み
な
が.ず

、
'全
^
:

S
：

用

し

得

な

い

所

以

が

論

證

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

，̂

し

(

p

f

'
 

ibid.. p. 

1
9
3
)

と

見

る

。

I

へ

i 

:TO
.;
Uセ
金
枚
® }
^

%
の
^ ;
^ :
^

^
は
管
敗
說1:
:
0:
膨
腋
ば
"
金
|

^

§̂
出
5:
,
:敗
じ
.、
酿
行
制
度
は
此
の
金
流
出
を
放
托
し
得
中
又 

t
病
<

^
備
0
.成
^
^
^
^
/
苹
故
於
棣
ら̂

〜

ば
1、«:
;
ぐ
の
後
に
信
肋
數* ;
を
收
縮
也
し
め
を
傾
向
の
あ
る
事
は
疑
ひ
な
い
：所
で

”あ
る
。 

«:
行
_
度
0:
機
櫞
ぱ
斯
ぐ
略#
用
歡
氧
の
變
動
の
範
圍
及
期
間
を
'
ー
樣
に
決
定
す
る
上
に
重
要
な
役

 

然
し
そ
れ
は
别
他 

ー

的

疆

目

を

裉

す

も(0
:
ゼ

ば
#
い
キ
。顯

吃

上

髮_
が
始
：免
る.と
_
用

數

量
<0
臌

脹
#
^:
;
企
業
_

は
政
府
が
共
の
»

業
を
擴
張
す 

政

摩

.に
％

入
を
す'る
需
聲
ゆ
於
如_
觀

ゆ

お
$

_
敗
定
ざ
权
る9

_
等
が
贤
急
な
れ
ば
故
石
镇
、
威1|
;
^
度
が
共
^

と
^
時
期
が
早
く
到
達
す
る
。
撕

く
^

#:
:

用
連
«)
の
|5
:
-圍
及
期
間
は
部
分
时.に
は
呢
か
に
銀
行
の<裁
量
に
比#
ぜ
ず
却
0 '
て 

•

€
ぷ
般
■の
^
.求
^
依
.存
す
る
。
c
s
g
o
n
, 

ibid. 

p
V

 '194) 

‘撕

る

が

故
^-
齡
^
信

用
0
膨
膨
、
收
縮
が
彼
が
ー
25
:
.
‘ふ

程

に

景

氣
 

.
^

|̂̂
:
な

喷
1^
を
爲
す
-か
否
か
^
疑
問
で
办
る
。
.從
づ
て
其
の
亂
提
を
錄
ず
金
利
の
運
動
に
又
之
れ
程
の
織
制
的
撒
能
を
認
め
る
事
も 

■

騰
珙
貶
澉r:
:
ぬ
_

^
胙
€
思
ば
.れ
る0:
:

^
例
を
敫
ぐ
れ
的
、
浓
滯

刖
に

於

F

銀
！&
準於蓄镇され過剩と

’な
つ
た
睜
、
金
利
を 

卞

落

せ
し
め
た.奪

#

象

^ '
纂

入

を
'.か
茶
か
.は
；碑

变

な
v>
o
:ホ
I

t
レV

は
：借
手
ぬ
常
に
或
程
度
迄
は
^:
H

の
で
あ 

€

€
の

影

.が

撖

が

嗔

.，修
命
之
が
借
わ
た
處
で
丨
之
が
街
處
的
游
動
ぬ

^.
:
霉

轸

r

從
.つV

余
■り
に
銀
行
信
用S

# ,
風
し
趣
ぎ
、
又
余
り
に
免
利
の
有
#
る
_
制
的
機
能
を
偏®
す
る
の
非
難
を
免
れ
な
い
。

二

教
S

桑

理

論

銘

粹

に

金

願■
が
に
_

u
v'
:
先

：ぬ
述
'ベ
^ ;
と
す
る
'G
*
;方
ッ
セ
ル
：
の

そ

れ

は--
*
秫
0
過
剩
坐
產
說
と
も"
 

_

ザ
從
る0:
-
.
_
;
^
其0;
'
:
'衝
_
把
_
0;
:
贫
蜋
が
'
需
#:
に
比
し
ー
て.で
^

.
•說
と
し
て.聽
,
で

を

良

史

於

吃r
-プ
V
。

..，
ぐ

；：
.

. 

.
;.
.
:
.
、

.
:
:
.

ハ

敗
職
を
爲
す
も
の
は
其
の
,

^

理
說
；で
。あ
を9 

_に
.ょ
れ
ば
人
間
と
財
貨
と0凡
て
の
現
象
の
實
質
的
關
係

l

i

i

f

 

>五

，

S

I)



• 

,
-
s 

»
> 

«
•
:
< 

*
- 

• ■ 
.
 
i 

.<
 

.

•

.

.

.

こ

-
*.
.

.

.

.

,

貨
幣
的
鱟
缉
理
蹄
上
に
於
げ
を
金
利
の
她
位
比
就
‘て

 

b
六
.

.

(

三
六
.0:
.

)

：

は
近
代
の
交
換
經
泛
於
て
は
終
局
的
に
は
價
哲
現
は
れ
る.Q

で
あ
る
が
、
此
の
價
格
黎〗

望
充
§

對
し
て
財
货
が
不
足
す
i
 

减

緣

■

成
に
於
け
る
不
，

现
に
よ
っ
て
經
濟
社
會
_の
靜
的
並
に
動
的 

る
が
、
而 

f
 
3

セ
ル
ば
綦
氣
の
‘
波

肷

議

を

以
;^
外

部

言

値

格

-
成

0:

齡

、
：缒
っ
七
を
_

濟
抒
氣
_

麼
>
分 

.

)

耍
素
'<
|
:

爲
る
。(
豐
崎
隐
著
、
景
氣
域
測
法
硏
究(

昭
和
七
年
版)

一
二
九
頁)

.
::
t

J '
:

翁
次
6
:J
C
阐
當
づ
一
八
七

â
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